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＜連絡事項＞
＜入室状況＞
【転出】
・針田　秀明様～東病棟Ｄユニット18号室→西病棟Ａユニット50号室
・松原　千積様～東病棟Bユニット1号室→西病棟B28ユニット50号室

【転入】
・佐々木　理佳様～西病棟Bユニット22号室→東病棟Aユニット16号室

【ユニット移動】
・大平　香奈様～東病棟Aユニット16号室→東病棟Bユニット1号室

＜患者様連絡事項＞
・長谷川　豊様～不眠時指示確認、エスゾピクロン（1）へ変更となる。

・小野寺　チヱ様～来院予定との事であった為何時頃に来られるか確認。本日は都合がつかず、1/22（木）午前中に来院するとの事で印鑑の持参をお願いしている。

・宮野　理恵様～明日からロナセンテープ（40）2枚貼布指示あり。

・和田　昌様～深夜帯より発熱あり。柞木田Drへ状態報告し、採血、痰培養、胸部レントゲン指示あり、実施。本日夕から食止め、点滴2本キープ、抗生剤開始の指示あり。

[bookmark: _GoBack]・高橋　伸治様～発熱あり。小栁Drへ報告し、コロナ、インフル検査実施し陰性確認。食事も無理せず摂取するよう指示受ける。、

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中は他室侵入し迷惑行為あり、早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。自室で過ごし、危険行為等なし。スタッフ対面時不穏興奮、易怒性見られず。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。スタッフコールあるも必要時のみで自傷行為や気分高揚感はなし。身体拘束部位循環障害、皮膚トラブルなし。主治医指示にて両上肢拘束解除する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長浜　厚子様～身体拘束中。バイタルサイン著変なし。嘔気嘔吐なく身体不調訴えなし。執拗に確認する事や依存的な様子がある。拘束部位の皮膚異常や循環障害なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜村上Dr診察＞
・宮野　理恵様～診察時滅裂言動著明にあり。頓服使用後や夜間の状態についてもお伝え。ロナセンテープ（40）2枚へ増量、頓服リスパダール内用液（1）1P→リスパダール内用液（2）1Pへ変更となり1日3回まで使用可となる。

・坂田　輝様～処方変更無し。作業以外でも塗り絵等の活動促すようにとのこと。

・苫米地　ひかる様～診察にて憑依妄想は消失しているがアメリカ行きのチケットを取った、NBAの試合見に行く予定であるからキャンセルするためにスマホを使用したいと声高に訴えあり。事実確認の為家族へ架電。本人のスマホ確認したところおそらく詐欺的なものであろうということで家族内でも今後支払い等（50万円ほどの請求がスマホにはきている）について家族内でも協議していくとの事。本人へはスマホ使用可となった場合に家族様も再度説明するとのこと。現状本人へは確認中であることを伝えて欲しいとの事で本人へお伝えする。処方は21日よりリスペリドン中止しクエチアピン12.5ｍｇ→25ｍｇへ増量となる。

・以外の患者様、処方指示変更無し。

＜金Dr診察＞
・井畑　芳則様～退院日は1/26 11:00で許可あり、退院指示を頂いている。また、初外来日は1か月後で調整するように指示あり。

その他の患者様の指示・処方内容に変更なし。

＜入院患者情報＞
	　日　　時：令和8年1月19日　14:50
　氏　　名：類家 健（るいけ　つよし）様　
　生年月日：昭和23年8月3日（77）
　病　　名：血管性認知症　妄想性障害
　性　　別：男性
　主 治 医：深澤Dｒ（診察医：柞木田Dｒ）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　H30.7.24～R2.4.7、当院へ一回目の医療保護入院となっている。
　退院後は悠湯の里へ入所していた。
今年に入り幻覚妄想状態が悪化しており、居室は2階であるが、昨日窓から危ない人が
入ってくる、毒物を持っている人が入ってこようとしている等の言動あり。
1月17日夜間帯に施設を出て一晩中歩きおいらせ町役場付近で発見され町職員より警察
へ連絡があった。AM8時頃保護された際には「友人と歩くゲームをしていた」と妄想言
動。その後施設へ戻って落ち着いて休んでいたが、18日夜間帯にも施設を抜け出し五
戸方面に向かって夜通し歩いた。8時過ぎ妻が施設より連絡を受け、施設に向かう途中
で本人を発見した。ここ1週間は幻聴や薬の話をしたり、爆弾が仕掛けられていると話
したり妄想活発であった。
徘徊あり、落ち着かない様子あり、本日診察の結果、東病棟Cユニットへ医療保護
入院となる。






